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スリランカ国における酪農開発に向けての一考察(2) 

粛藤

ーフィリピン，スリランカ国の水牛，乳牛による酪農開発の例から一

f専*

5. スリラン力における

酪農発展の可能性

1)比較的高い自給率

スリランカ国の乳および乳製品の自給率は比較

的高し、(表 8)。これはスリランカではフィリピン国

を含む東南アジア諸国に比べ，食肉よりも比較的，

牛乳や乳製品(カード)を多く消費するためであろ

う(表 9)。とくに水牛のカード(一穏のコッテージ

チーズ)の生産は伝統的なものである。このように

スリランカで乳および乳製品の自給率が高い原因

はa.宗教上牛乳の重要性， b.カード等のイ云統的乳製

品が存在することの要因がある。カード等の倍統的

乳製品をもっスリランカでは水牛の乳量が全体の

24%で(表 3)，したがって水牛からの酪農振興も重

要である。なおスリランカ障政府は， 2015年までに

乳および乳製品の自給率 50%を目標に掲げている。

2)スリランカでは集約的酪農への

一部転化が酪農発展につながる

雨期には当然蛋白質，ミネラル，ビタミン含有の

高い質量共に十分な青草が利用できる場所(政府牧

場，民間牧場)での乳量は高くなるのは自然の摂理

である(表 10，表 11)。青刈り給与主体の集約的酪
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表

乳牛.(cattle*) 

水牛(bu仇10) 34，994(し) 29，293(し)

ネ crossbredbetween ]ersey & Sahiwal 

NLDB(政府牧場)スリランカ， 2007 

表 11 SandLanka民聞大規模牧場における
雨期，乾期の水牛の手L最比較

雨期のピーク月 i乾期のピーク月
(11， 12， & 1) I (6，7，& 8) 

牛 8，771(し) 8，130(L) 

示 Murrah稜主体の品穏

農家における乳量は季節にあまり左右されること

がない(表 12c)。しかしスリランカ閣における放牧

形態型酪農では逆に雨期に乳量および集乳量が低

下する反自然的現象が生じている(表 12a & b，表

13&表 14)。この主な原困は農家では雨期になると

稲作，野菜の栽培のため家の周辺では放牧が不可能

になり，庭先でロープを牛の首にかけ，杭を中心と

した繋牧が行なわれるため粗飼料給与が不足する

ものと推定される。

表8 スリランカ国とフィジピン国の乳および乳製品の自給率の差(1000トン)町

自給率弘 l 
(生産量/総量)

1人当たり
G.D.P 

関税

Sri-Lanka 19，218 161 496 I 657 I 24.5 回→15恥 2 I 976 
mlippines 81，4081，672 I 1，683 I 0.65 20見 1，100

*1 FAO Statistics Year book (country profile) 

*2予算説明国会における大統領の演説(2008年11月)の中で大統領は関税の5闘も15%引き上げを発表。

Sri-Lanka 

Philippines 

FAO， Statistical Year Book(country profile) 

• JICA鴎際協力専門員(HiroshiSaito) 

%一…昨日一仰

向
同
一

0369-5247/09/干500/1論文/JCLS
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これまでに経験した酪農(日本，アメリカ，フィ

リピン，インドネシア，マラウイ，ボ、リビア)では

雨期で青草が豊富(草の蛋白質向上)になると乳量

は概して増加したものである。スリランカ国では逆

に雨期に乳量が低下する現象が放牧形態の酪農で

起こっている。放牧地は各種開発等で椴度があるこ

と等で一部の牛は品種改良して(完全放牧型は牛舎

等もない場合が多いので環境に耐える在来種が多

い)，放牧形態から十分な量の青刈り給与を行なう

集約的酪農への切り替えが行なわれれば，間 lに示

すように国全体の乳量増加に結がってくるものと

患われる。

15 million{mi1k production) 

---ー-将来可能な牛乳生産量¥¥----‘

↓ ¥  20 million(milk production) 

10 million(millくproduction)

5million (milk prodution) 

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 2 
月
官扇 IT一一雨惑

図 l 放牧型酪農から集約的障害農への転換によって将来見込まれる牛乳の増加

表 12 スリランカ半乾燥地域における飼育形態別の月号IJ乳量(L) と季節別乳量の比較ネ

Month 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
雨期ピーク月 乾期ピーク月
(11，12，1) (6，7，8) 

a.乳量
356 726 925 603 864 630 496 457 359 334 451 527 1，334 1，583 

(年中林間放牧)

b(.首乳に量ロープ。をつ 288 350 434 453 574 417 647 663 313 145 198 314 800 1，727 
けて繋牧)

c.乳量
159 93 147 182 195 160 156 156 496 497 

(青刈り給与)

*ElayapathtI111WAArI11radhaP11ra，Sri-La n ka，2007 

表 13 Vavuniya酪農組合(北部川[)における雨期，乾甥別集乳量

2004(L) 2005(L) 全体

62，850 77，375 140，225 

125，966 106，659 232，625 

49.9 72.5 60.3 

Vavuniya， Sri…Lanka，2006 

表 14 国営乳製造工場 (milco)における雨期，乾期別の集乳量

47¥¥¥L 2003 2004 2005 2006 言十

雨期ピーク月(11，12&1) 10，253，462 9，905，716 10，542，909 12，002，587 I 42，704，674 

乾期ピーク月(6，7& 8) 12，895，314 13，082，922 13，868，640 14，687，788 I 54，534，664 

雨期/乾期(首) 79.5 75.7 76.0 81.7 78.3 

milco(国の乳製造工場で、年間5千万しを集乳)，2007 



驚藤:スリランカ国における酪農開発に向けての一考察 (2) 457 

3)放牧型大規模酪農家の一部が集約

的酪農化の方向に向かう可能性

スリランカ国においては小規模酪農が大部分で

あるが，次の 2つの型の大規模酪農が存在する;a. 

土地を保有し(あるいは国から長期のリース)，かっ

約200頭以上の牛を飼育する大規模(企業的)酪農家，

b.土地はほとんどないが， 50頭以上の牛を飼育する

放牧型大規模酪農家である。前者は普通会社形式の

大規模酪農家で例数は少なく，後者は水牛を合わせ

るとスリランカ閣の酪農形態の 15%前後と推定す

る。前者は企業的で広大な自己放牧地を有するが，

後者では自己保有地はわずか 0.25ha程度で，中に

は飼料作物地ゼロの農家も散見され(表 15&表 16)，

道路沿い，池，林間地，他農家の空間地に放牧させ

る。

この放牧型大規模酪農家は大資本を有する企業

的大規模酪農家と異なり普通，小規模酪農家が徐々

に公有地を利用して頭数を増やし現在は中流程度

の農家になった例が多い。

表 17aから分かるように小規模酪農家に比較する

と 24倍の頭数の割には収入は 2~3倍と低い (4倍の

頭数で2倍の乳量;表 17b)。また放牧主主大規模酪農

家はもともと零細農家出身であるから牛舎もない

完全放牧も多いので，改良された乳牛では耐えられ

ず，在来種牛の利用が多くなる特徴を有する。

一方，各種の土地開発等で放牧面積が縮小してい

る地域も多く，放牧形態から集約的，半集約的形態

への移行が余儀なくされれば少頭数精鋭主義の方

向に向かわざるをえなくなり，乳牛の品種の改良策

と改良度合いに応じた飼育管理技術が重要になる

だろう。頭数が 24 倍で収入が 2~3 倍等の非効率性

は公有地の均等利用の見地からも是正する必要が

あろう。もちろん小規模酪農家の 6割程度も公用地

に放牧させるが土地の各種利用開発によって将来，

放牧地の縮小は必然的なものとなろう。

表 18に示すように集約的型酪農化が今後小規模，

放牧型大規模農家双方から行なわれることを考え

るに1頭当たりの乳牛の改良とこの育種改良に相応

する飼養管理の改善が必要なことは論をまたない。

表 15 スリランカ東部州(Baticaloa)の酪農家の頭数，乳量，飼料作物作付け面積，収入

研修生* 品種(飼育頭数)
乳最/

問題点
他の収入

総収入(R.s) 飼料作物面積
1頭/1日 (R.s)/月 (R.s)/月 (飼料作物名)

在来穏(10) 2 飼料不足 3，000 2，000 。知E
a.土地不足，

2 SahiwaJ(4) 8 
b.飼料不足

15，000 8，000 23，000 0.125 ha 

3 Sahiwal(2) 6 
a.土地不足，

12，000 8，000 20，000 0.125 ha 
b飼料不足

4 Sahiwal，在来種(3) 4 飼料不足 8，000 5，000 13，000 査正
5 Sahiwal(3) 6 飼料不足 10，000 4，000 14，000 0.125 ha 
6 Sahiwal(2) 8 土地不足 9，000 3，000 12，000 0.125 ha (co3) 
7 在来穏(3) 2 飼料不足 1，000 2，000 3，000 強E

8 Sahiwal(2) 6 
a.土地不足，

12，000 8，000 
b.飼料不足

9 Sahiwal(2) 7 
a.土地不足，

11，000 5，000 
b.飼料不足

16，000 10.125 ha (guinea) 

10 ]erseyij) 7 飼料不足 15，000 3，000 18，000 0.125 ha (耳um巴a)
11 Sahiwal(3) 7 !土地無し 15，000 3，000 18，000 0.125 ha (co3) 
12 ]ersey(3) 9 土地不足 10，000 5，000 15，000 0.125 ha 
13 Sahiwal(3) 8 土地不足 10，000 3，000 13，000 0.125 ha 
14 Sahiwal (3) 7 土地不足 1，000 5，000 6，000 10.125 ha 
15 Sahiwal(4) 7 土地不足 1，000 5，000 6，000 0.125 ha (guinea) 
16 ]ersey(2) 8 ;土地不足 10，000 5，000 1 15，000 0.125 ha (co3) 
17 在来種(3) 3 土地無し 1，000 2，500 3，500 査正

18 Sahiwal(2) 6 土地不足 12，000 8，000 20，000 0.125 ha 
19 Sahiwal，在来穣(26) 3 放牧のみ 10，000 15，000 25，000 10.25 ha 
20 在来種(150) 3 放牧のみ 30，000 2，500 32，500 1思
21 在来種(175) 2 i放牧のみ 30，000 3，000 33，000 lha (co3) 
22 在来種(30) 3 放牧のみ 15，000 2，000 17，000 i無

平均 6 10，955 4，864 1 15，818 0.19 ha 
不技プロ「北東部チ1'1家主主飼育研修」の研修生のアンケートから(研修期間;2008.11.3 -2008..11. 8 ) 
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表 16 スリランカ東部州 (Trincomalee)の酪農家の頭数，乳量，飼料作物作付け面積，収入

{研修生
飼育頭

品糧 乳滋/1頭(L) 問題点
数

l 3 在来種 2 
2 2 在来種 2 

3 2 ]ersey l.5 
a飼料不足，
b.疾病対策欠如

a土地不足，
4 在来穏 4吟5 b館料不足，

C.資金不足

5 在来種 l.5 
a雇用者による飼料確
{呆

6 7 ]ersey 
7 2 夜来種 飼料不足

8 l ]ersey 5 
a土地不足，
b.館料不足

9 3 在来平年i 5 
a飼料不足，
b無牛舎

10 2 夜来種 2.5 牛盗難

11 千笠井三種 飼料不足

12 1 在来務 飼料不足

13 在来穏 l 土地不足

14 2 I 在来穏

15 在来穣 l 飼料不足

16 2 千主楽種 牛盗難

在来主主
17 25 (23)，Jersey(J)，F l 牛盗難

riesian (1) 

18 10 インド系牛 l.5 不十分な収入

19 2 Jersey 飼料不足

20 7 ]ersey 3 I~ 飼料不足，
b.無牛舎

21 3 ]ersey 
a飼料不足，
b牛舎施設不備

a.]ersey 
a. ]ersey(8 )， a飼料作物用の土地不|

22 cross(3)， b 
b.Friesian(12) 足

Fれesian(j)

23 4 ]ersey 2 
飼料不足により遠隔地
に放牧，その給果盗難

24 J~:r-sey 

25 在来種
a土地不足， b鈎料不
足， c.資金不足

26 在来綴 飼料不足
27 l 夜来種 l.5 土地不足

28 3 夜来種 2 
a土地不足，
b.飼料不足

29 1 在来種 I 
a飼料不足，
b.走塁転資金の不足

30 在来種 1 

J十 4.8 2.5 
技プロ「北東部州家畜飼育研修J;研修期間(2008.10.20~2008.10.25)

4)スリランカ酪農の複合農業の中の

位置付け

一般にスリランカの農業形態は複合農業である。

複合農業の長所は a.稲ワラや厩肥等の副産物の

利用， b.異なる作物による連作障害を防ぎ地力を高

手し代(Rs.) {也の収入 鈎料作物
A.I導入及

手Ijf詩 びその希繋

1，000 然 yes 
1，000 生E yes 

750 0.2 ha no 

利用 3，500-4，200 0.12 ha yes 

緩用者への給料
で精一杯

f盛 yes 

0.15 ha(c03) yes 
3，500 O.lha yes 

4，000 0.2 ha yes 

7，500 0.25 ha yes 

2，500 0.75 ha yes 
yes 
yes 

a を菱重吉

2，500 (3000)， O.lha yes 
b裁縫(3000)

0.25 ha yes 

6，000 0.25 ha(napier) yes 

600 土佐肥(400) 0.26 ha(c03) no 

12，000 耳tn担(3，000) 0.25ha(c03) yes， no 

5，000 no 
yes 

2，500 no 

750 0.25 ha no 

10，000 0.15 ha(c03) yes 

少ない 1摂 no 

利用 0.5 ha (c03) yes 

no 

yes 

利用 ! 1，350 0.12 ha yes 

600 yes 

η。

500 0.12 ha no 
3，466 1，600 0.24 

める効果， C.作物の組み合わせにより収穫の豊凶や

価格変動等の危険を分散し年間の収益を安定させ

る， d.収入，支出の時期が異なる作物の組み合わせ

によって資金の回転が良くなる。一方複合経営の不

利な菌は a.農業，畜産等経営の種類が多くなると
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表 17a 放牧型大規模酪農と小規模酪農の比較 (東部州研修生のアンケートから)* 

頭数 主な品種 乳量(L) 飼育形態
密告農収入 品IJ収入 i飼料作物郎積
(ノレピー) (ノレピ ) I (ha) 

a(平放均牧，裂n=6) 
~R曇

73 在来種 2.2 放牧 19，400 5，100 0.25 

b(平.小均規，模n=蕗46震 3 
Sahiwal，J er 

4.4 
sey 

集約，放牧 5，830 4，545 0.15 

a/b 24.3 0.5 3.3 1.1 1.7 

表15&表16から算出

表 17b 放牧型大規模酪農と小規模酪農の比較 (vavuniya酪農組合のアンケートから)

|頭数 主な品種 飼育形態
酪農収入 品IJ収入
(ノレピー) (;レピー)

a.放牧型大規模酪農(n=20) 24 在来種主体 主に放牧 7，626 3，234 

b.lJ、規模酪農(nニ29) 6 
Jersey，Sahiwal及び

集約と放牧 3，598 3，338 
その交雑種

a/b 4 2 0.9 

2007年

表 18 酪農家の要望事項

要望事項* Kartara 

牛乳価格の上昇 52 

育種改良 65 

資金の拡大 25 

土地の拡大 18 

粗飼料の調達 9 

草刈り機

牛舎修築

庭用者 2 

バイオガスの設置

カード製造

71<の確保

言十 172 

コンサルタントの資料を分析(2007)

キいずれも集約約酪農地帯

Kurunegar‘a 

64 

58 

18 

11 

14 

2 

168 

個々の部門の技術が習熟出来なくなり労働の能率

が低下することやb.経営の複雑化があげられる。

宮本の例では多頭数になればなる程，複合経営か

ら離れ，酪農単一経営の方の比率が向上した(表 19)。

スリランカ思の場合酪農家の約 95%は小規模で(平

均成熟乳牛頭数 3~4 頭;表団，表 16 を参照)でそ

のほとんどの畜産は複合農業の一環である。これま

でに得られた技プロ「北・東部州家畜銅育研修j の

研修生の回答によれば家造経営，稲作経営，畑作経

営，その他からの収益の比率は(当研修生の思答で

は家畜飼育者が大部分でありやや斎産部門は過大

評価されてはいるが)それぞれ 40%，31%， 29%で

ある(表 20)。他産業への吸収，雇用により生活を保

Kandy 

42 

46 

50 

22 

13 

5 

1 

2 

182 

Nuwala Eliya % 

82 240 32.9 

46 215 29.4 

71 165 22.4 

7 58 7.9 

24 3.2 

13 1.7 

5 0.6 

5 0.6 

3 0.4 

0.1 

l 0.1 

207 729 100 

表 19 お本における乳牛(成牛)頭数と酪差是
単一(のみ)経営の割合

成牛餓育規模 酪農単一経営割合(%)

1~4 頭 8.9

5~9 頭 15.4

10~14頭 24

1.5~19頭 33.6

20~29頭 45.5

3D~49頭 6 1. 5

50~99頭 75.6

100頭以上 72.6 

農業経営(新弁護箸，全国農業共同組合
中央会， 1988) 
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表 20 スリランカの複合農業における地域別の部門別所得

チト! 回答数
月平均所得;収入(R.s)

畜産 米 :畑，その他

東部州;例 l 50 3，084 4，876 1，309 

北部州;例 2 15 2，448 2，589 2，019 

北部州;1JH 30 4，367 2，500 1，907 

北部チ1'1;例-4 29 1，512 3，279 3，619 

北部州;例 5 30 4，160 3，175 5，211 

中北部州;例-6 31 3，304 2，500 6，635 

南部チ1'1;伊iJ-7 30 5，195 1，838 6，614 

東部チ1'1;伊j…8 22 10，955 2，432 2，432 

北部川;例-9 15 3，595 2，130 1，208 

北音s1'1'1;例 10 15 7，626 2，092 1，234 

東部チ1'1;伊iJ-11 25 4，856 7，500 

北部外1;例-12 30 1，940 5，334 1，069 

中北部州;例ー13 22 3，400 2，677 4，409 

平均 4，342 3，302 3，139 

月平均総収入 10，783 

部門別割合 40弘 31% 29% 

2006~2008年

表 21 世界の牛乳消費の予初値

1983年 1993年 2020年 年率

中国 3 7 12 8.1 

他の東アジア 15 16 20 0.9 

インド 46 58 125 4.6 

他のi有アジア 47 58 82 2.0 

東南アジア 10 11 16 1.6 

ファンアメリカ 93 100 117 0.7 

西アジア，北アフジカ 86 62 80 0.2 

サブサハフ 32 23 30 0.2 

途上国 35 40 62 2.1 

先進国 195 192 189 一0.1

世界 76 75 85 0.3 

FAOJLivestock to 2020J， 1999 

障される環境にあれば，日本のように

4~5 頭の小規模酪農はつぶれ中・大規

模の専業経営に移行することも考えら

れるが，その工業，商業化の環境下に程

遠いスリランカ国では 4~5 頭の小規模

経営は今後も継続するであろう。ここで

は土地，労働力，機械を適当に組み合わ

せた複合農業の一環として水牛を含む

酪農部門の振興を図ることが重要であ

る。

5)インド，南アジアの乳お

よび乳製品の消費の動向か

b 

FAOの「畜産統計 2020年までJ(1999 

年)によれば，表 21に見るようにt世界，

東南アジア国に比べ，インド国，スリラ

ンカ閣を含む南アジア諸国の乳および

乳製品の消費は高くかっ将来の消費量

の拡大も見込まれている。
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